
書式第 8号 (法第 10条・第 25条関係)

設立・定款変更用

2024年 度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人プラネット・セーバー

1 事業実施の方針
この法人は、広く一般市民および社会一般を対象として、動物の保護・愛護・福祉に関する根本的かつ包

括的な情報知識の調査・研究・普及・啓蒙および動物保護活動を行い、人と動物が継続的に幸せに共生す

る社会の実現に貢献することを目的とする。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 1,308千 円 )

V

定款に記
載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千
円)

1.動物保
護および
動物愛護
福祉に関
す る 調
査・情報
収集関連
事業

動物福祉・保護を推進するため
に、主として『ネイチャー』、『サ
イエンス』、『 日本生態学学会誌』
等を活用し、人と動物と生態系
に関する調査・情報収集を行う。
また 日本及び諸外国の動物福
祉・保護に関する文化・法律・制
度等について、主としてインタ
ーネット、活動に賛同・協力して
いる獣医師、関連論文発表者、各
国各地の愛護施設と情報交換を
行う。
これまで、動物愛護福祉に先進
的な取り組みを行っているロサ
ンジェルス市愛護センター、愛
猫国の トルコについて元 トルコ
大使や元イスタンブール総領事
などの協力を得て硯地の取組や
状況について情報交換 してい
る。

通年
全国
法人事務
所

10
動物愛護保護
に関心がある
一般市民

1100 100

2.動物保
護および
動物愛護
福祉に関
する普及
啓発およ
び教育関
連事業

上記事業の結果を発信・普及す
るために、一般市民が理解 しや
すい動画や物語を自作し、主と
して当会の k)u′Lbeチャンネル
及び HPやブログにて発信する。
日標 :2回 /月
これ まで、 5年 以上 に渡 ,
■)u■lbeチャンネルにて保護猫
たちの動画を継続的に発信。

通年
全国
法人事務
所

10
動物愛護保護
に関心がある
一般市民

1100 38

2.動物保
護および
動物愛護
福祉に関
する普及
啓発およ
び教育関
連事業

動物福
演奏者
サー ト
催する.

祉をテーマして、有志の
等の出演による慈善コン
・イベントの企画運営・開

SNSやチラシを用いて、大猫の
里親や動物病院や トリミングサ
ロン等を対象としてイベン トの
告知を行う。

令 和 7
年 2月
予定

大田アプ
リコホー
ルほか

10
動物愛護保護
に関心がある
一般市民

170 50

2.動物保

護および

動物愛護

動物福祉・動物愛護および保護
を必要とする大や猫、また保護
活動に関する理解者や協力者を
増やしていくために、関連知識
の習得を啓発・推進する民間の

令和
6年度
は検定
の準備
期間と

法人事務
所

100

動物保護およ
び動物愛護福
祉を目的とす
る団体および
個人を支援す

200 0



福祉に関

する普及

啓発およ

び教育関

連事業

検定事業 (教育・試験・認定アを
行 う。また受験に必要な知識習
得のためのテキス トやレクチャ
ーなどを提供する。
検定の内容には、飼い主がいな
い大猫の現状、動物愛護保護に
関する関係法規、大猫の適正な
飼育方法、保護活動の全体的な
流れなどを包括する。
試験は、インターネット及びア
プリケーションを活用する。

し、令
和 7年
度後期
から通
年実施
予定

る事業

2.動物保
護および
動物愛護
福祉に関
する普及
啓発およ
び教育関
連事業

魏霞:[]縦需賃
声ぅための

言β蘭争1曽ょ
｀
ふ:参 1イレ県95雲

設立以
降実施

大田区他 10
動物愛護保護
に関心がある
一般市民

100 10

3.こ の法
人 と目的
を同じく
する団体
および個
人 との情
報交換お
よび共同
事業

これまで当会が又抜を継続 して
きた地方の動物保護愛護団体お
よび個人か ら地方の状況 と課
題・問題点を把握した上で、動物
愛護管理法に沿った改善策の提
案を行 う。必要に応 じて行政や
政府に対する働きかけや陳情を
協働 して行う。
地方自治体の愛護センター長、
生活衛生課、衆・参議員、区議員、
都議委員と面談し、現状問題の
提示と要望書を提出する。
これまで、山口県下関市愛護セ
ンター、大田区生活衛生課、参議
館に
大田区区議、 田

区議、 議など
に面談し、現状問題の報告と要
望・陳情書を提出している。

通年

大田区、
山口県、
他

5
動物愛
に関心
一般

護保護
がある
市民

1100 10

4.動物保
護および
動物愛護
福祉を目
的 とする
団体およ
び個人を
支援する
事業

これまでの当会が支援を継続し
てきた地方の動物保護愛護団体
および個人に対して、動物用の
食事・毛布・捕獲器・ケージ・医
薬品等の物品、および資金を寄
附する。
必要書類作成などのサポー トを
行う。

通年

大田区、
山口県、
茨城県、
他

3
動物愛護保護
に関心がある
一般市民

1100 100

5.伴侶動
物の保護
とシェル
ター運営
にかかわ
る事業

飼育放棄等により生活基盤を失
った猫の保護・養育・譲渡などを
行う。
年間 :20頭

通年 法人事務
所

3

動物愛護保護
に関心がある
一般市民と保
護団体

1100 1,000



(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 10千円)

V

定款に記

載された

事業名

事業内容 日時 場所
従事者

人数
事業費

(千円)

物品の販

売事業

フリ~マ ーケット参加およびネット

にて自作及び支援者から寄附された

グッヅ類を販売する。

目標 :年間 2回参加

設立以降実施

大田区・

品川区 10
10



書式第 8号 (法第 10条・第 25条関係)

設立・定款変更用

2025年 度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人プラネット・セーバー

1 事業実施の方針
この法人は、広く一般市民および社会一般を対象として、動物の保護・愛護・福祉に関する根本的かつ包

括的な情報知識の調査・研究・普及・啓蒙および動物保護活動を行い、人と動物が継続的に幸せに共生す

る社会の実現に貢献することを目的とする。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 1,798千 円 )

ヽ

疋示に記
載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事需言
円 )

1.動物保
護および
動物愛護
福祉に関
す る 調
査・情報
収集関連
事業

肇彰 先 稲 趾 髯 魏 趙
等を活用し、人と動物と生態系
に関する調査・情報収集を行う。
また日本及び諸外国の動物福
祉・保護に関する文化・法律・制
度等について、主としてインタ

詈倉艶題 蛹 1熔鰍 量
を行う。
これまで、動物愛護福祉に先進
的な取り組みを行つているロサ
ンジェルス市愛護センター、愛
猫国のトルコについて元 トルコ
大使や元イスタンブール総領事
などの協力を得て現地の取組や
状況について情報交換を行って
いる。

通年
全国
法人事務
所

10
動物愛護
に関心が
一般市

保護
ある
民

1100 100

2.動物保
護および
動物愛護
福祉に関
する普及
啓発およ

ビ鞭
関

上記軍業の結果を発信・晋及す
るために、一般市民が理解 しや
すい動画や物語を自作し、主と
して当会のヽu■lbeチャンネル
及びHPやプログにて発信する。
日標 :2回/月
これ まで、 5年 以上 に渡 り
■)」hbeチャンネルにて保護猫
たちの動画を継続的に発信。

通年
全国
法人事務
所

10.
動物愛護保護
に関心がある
一般市民

1100
28

2.動物保
護および
動物愛護
福祉に関
す る普及
啓発およ
び教育関
連事業

裂黎署彗ら孟積こ i意なP百9
サー ト・イベントの企画運営・開
催する。

SNSやチラシを用いて、大猫の
里親や動物病院や トリミングサ
ロン等を対象としてイベントの
告知を行う。

令 和 7
年 2月

電
施 予

大田アプ
リコホー
ルほか

10
動物愛護保護
に関心がある
一般市民

170 50



2.動物保

護および

動物愛護

福祉に関

する普及

啓発およ

び教育関

連事業

動物福祉・動物愛護および7栞'護

を必要とする大や猫、また保護
活動に関する理解者や協力者を
増やしていくために、関連知識
の習得を啓発・推進する民間の
検定事業 (教育・試験・認定)を
行 う。また受験に必要な知識習
得のためのテキス トやレクチャ
ーなどを提供する。
検定の内容には、飼い主がいな
い犬猫の現状、動物愛護保護に
関する関係法規、大猫の適正な
飼育方法、保護活動の全体的な
流れなどを包括する。
試験は、インターネット及びア
プリケーションを活用する。

令和 7
年度後
期から
通年で
通年実
施予定

法人事務
所

10

動物保護およ
び動物愛護福
祉を目的とす
る団体および
個人を支援す
る事業

200 500

2.動物保
護および
動物愛護
福祉に関
する普及
啓発およ
び教育関
連事業

動物保護活動を推進するための
知識情報を一般市民に向けて発
信するセミナー、シンポジウム
等の開催および参加
目標 :1回

令和 7
年 9月
予定
大田区他 10

動物愛護保護
に関心がある
一般市民

100 10

3.こ の法
人 と目的
を同 じく
する団体
および個
人 との情
報交換お
よび共同
事業

これまで当会が又援を継続 して
きた地方の動物保護愛護団体お
よび個人から地方の状況 と課
題・問題点を把握した上で、動物
愛護管理法に沿った改善策の提
案を行 う。必要に応 じて行政や
政府に対する働きかけや陳情を
協働 して行う。
地方自治体の愛護センター長、
生活衛生課、衆・参議員、区議員、
都議委員と面談し、現状問題の
提示と要望書を提出する。
これまで、山口県下関市愛護セ
ンター、大田区生活衛生課、参議
院会館に
大田区区 大田

区議、 都議など
に面談し、現状問題の報告と要
望・陳情書を提出している。

通年

大田区
山口県
他

5
動物愛護保護
に関心がある
一般市民

1100 10

4.動物保
護および
動物愛護
福祉を目
的 とする
団体およ
び個人を
支援する
事業

これまでの当会が支援を継続し
てきた地方の動物保護愛護団体
および個人に対して、動物用の
食事・毛布・捕獲器・ケージ・医
薬品等の物品、および資金を寄
附する。
必要書類作成などのサポー トを
行う。

通年

大田区、
山口県、
茨城県、
他

3
動物愛護保護
に関心がある
一般市民

1100 100

5.伴侶動
物の保護
とシェル
ター運営
にかかわ
る事業

飼育放棄等により生活基盤を失
った猫の保護・養育・譲渡などを
行う。
年間 :20頭

通年 法人事務
所

3

動物
に関
一般

愛護保護
心がある
市民と保
護団体

1100 1,000



(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 10千円)

定款に記

載された

事業名

事業内容 日時 場所
従事者

人数

受益
対象者

範囲

受益
対象者

人数

事業費

(千

円)

物品の販

売事業

フリーマーケット参加およ

びネットにて自作及び支援

者から寄附されたグッヅ類

を販売する。

日標 :年間 2回参加

令和 7

年 4

月、 9

月予定

大田

区・

品川区
10

大田区・

品川区の一般

市民

100 10



書式第 10号 (法第 10条 。第 25条関係 )

2024年度 活動予算書 (その他事業が上る場合)
設立・定款変更用

特定非営利活動法人プラネット・セーバー

740,000

A

科 目
特定非営利活動に係る事業~至~~扇
可 小計・合計 金 額

その他事業
合計

正会員受取会費
サポーター会費

238.000
120.000
118,000

238,000

426.400
425,10()

0 425,400

受取補助金
0 0

動物保護お よび動物受護福祉に関する研究調査関連事業収益
動物保護およ,動物,議福,止 iこ間する普及■■および教●関連,'t収 益
この法人と目的を同じくする団体との情報交換および共同事業収益
動物保護および動物受護福祉を目的とする団体を支援する事業収益

伴侶動物の保護 とシェルター運営にかかわる事業収益 100.0()0

31().(101,

740.000

の の

2(1)物品の販売事業
0

10.000
1  10.∞ 0 10,000

: 1 1.403.400 10.000 l.413.400

0 0

B
1

1

2

ペ ツトン~卜 ・ トイレ砂等 )

2 の

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

(2)その
保険料

水道光熱費
消耗品
印刷製本費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
医療費
物品購入費 (餌
広 告

福利厚生費
給料手当
水道光熱費

(1)人件

60,000
350.000
15,000
25,000
20,000
138,000
600.000
100,000
0

1.308.000 1     10.000

1().00()

1,318,000

1,308,000 1.308.000 10.000 l,318,000

24.000

2.1,000

0 24,000

1.400
l.400

0 1,400

25.400 25.400
1.333.400 10.000 1.343.400

当 期 経 常 増 減 額 【A】 ― B 70.000 | 0 7().()(,()

過年度損益修正益

C

D

正

災害損失
固

当 期 蚤 常 外 増 減 額 C D
理

70.000
|

0 70.()00

■■■
70,000
0

人

立

+
民

正

産客ロ

及 び

受取寄附金
施設等受入評価益

|

燿

当 朝 T味

・ ・ ・ (,

額  4)-0+0



書式第 10号 (法第 10条 。第 25条関係 )

2025年度 活動予算書 (その他事業がらう場合)
設立・定款変更用

特定非営利活動法人フラネット・セーバー

B

〔単位 :円
特定非営利活動に係る事業 その他事業

科 目
金  額 小計・合計 金   額 小計・合計

合 計

正会員受取会費
サボーター会費

470,000
118,00()

588.000 588,000

受取寄附金
施設等受入評価益

415,400
415.400 415,400

受取補助金

動物保護および動物愛護福祉に関する研究調査関連事業収益
動物倅護お .1び 動物■護福 |||に 門する普及啓■お よび教●関連 事業収益

この法人と目的を同じくする団体との情報交換および共同事業収益
動物保護および動物愛護福祉を目的とする団体を支援する事業収益
伴侶動物の保護 とンエルター運営にかかわる事業収益

4

|

890,000

490,000

400.000

890,000

の

２

5

事1 hi"ot
の

20,000
20.000 20,00()

1.893.400 20.000 1.913.400

水道光熱費
消耗品
印刷製木費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
医療費
物品購入費 (餌・ペットシー ト・猫砂等)

1

2 の

広告

60.00(||

350,000
15,000
25,000
20,(,00

138,000
590,000
100,000
500.000

1.798.000

10,000

10.000 1,808,000

1、 798.000 1.798.000 10.000 l,808,00()

1

福利厚生費
給料手当
水道光熱費

(2)その
保険料

24,000

24.000 24,000

l,40()

1.400 1,400

25,400
常 1.823.400 10.000 1.833.400

A B 10.000 80,000
C

過年度損益修正益
同

円

災

1過

D

修正

害損失

C D

10.000 -10.000

80.000 80.000
人

月||

正

T 産

、住民税及び 70,000
0

10,000

収  盃A]

|

|

収

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

|

自:言十

|

月]  百十

・ … 1

外 益  言十

|

' 外  費 |

ζ

t

経  常 :用
:E: 摺

増
一０

一

一０

一

一４

一

一５

一

一２

一

■
Ｊ
一　

一

一　

一

一　

一

一　

一

一　

一

一　

一

〓

:当 期 紹 70.000

一　

　

　

　

一

一　

　

　

　

一

一　

　

　

　

一

一　

　

　

　

一

一　

　

　

　

一

一　

　

　

　

一

一
　

一
収

経 常 外 費 汗

「

~~~~~~~
|

L____
1 1

1当  期
替 毯

:増 減 額

~~~~~T~~~~¬

'  
コ ●

当

編

1正 味 財

窪tO:=OiFO~




